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研 究 主 題

人間としてよりよく生きようとするカを育てる

道徳の時間の指導

1主 題設 定 の 理 由

人間社会における科学技術の進歩 と経済の発展は,今 日正に目をみはるものがあり,物 質的

な豊かさを生む とともに,社 会の各方面にさまざまな変化を もたらすに至った。社会の豊かさ

は・一人一人に個性的でいろいろな生き方を可能 にさせているが,一 方物質万能 主義や過剰と

も思われる情報が人間の生 きる指針や心のよりどZろ を失わせ,時 には人間疎外に陥 らせ る状

況 を生み出している。

このような社会の状況は,生 徒のものの見方,考 え方にも大 きな影響を及ぼしているもの と

考えられる。苦 しいことや煩わしいことをいやがり,楽 なことへ と逃避 したり,自 己中心的で

他人の意見に耳を傾けようとしない傾向 も社 会の風潮を反映している一面といえよう。社会の

変化が急激 であればあるだけ,人 間 としての生 き方の 自覚を深め る指導が極めて重要 とな って

くるのである。

中学生の時期 は主体的な自我の確立を求め,自 己の生き方についての関心が高 まるとともに

家族や友人 との人間関係 をはじめ,自 己の進路や将来の生 き方などについて不安や葛藤を抱き

模索する時期に当たる。中学生の時期に人間性についての理解を深めさせ,主 体的によりよい

人生を築 くための基礎づ くりを進め ることは重要であるといえる。

道徳の時間の指導では,学 校における全教育活動を通して行 う道徳教育を補充,深 化,統 合

し,道 徳的実践力を育成することを目的 とする。人間 としての生 き方についての自覚を深める

指導は,人 生 に対して強い関心を もち,よ りよく生 きたいと思 っている生徒の願いに応えるこ

とになるのである。そして それは生徒が生き生き と取 り組む道徳の時間の授業を創造するこ

とによって培われると考えられ る。

以上の理由に基づいて,研 究主題を 「人間 としてよりよく生 きようとする力を育てる道徳の

時間の指導」 と設定した。そして,各 分科会 ごとに学習指導要領 ・道徳の内容項 目をそれぞれ

一つずつ取 り上げ,生 徒が人間 としてのよりよい生き方について深 く考え る授業 にするにはど

のようにした らよいかについて研究を進 めることとした。具体的には第一分科会が内容項 目3

-(3)を 第二分科会が4-(4)を それぞれ取 り上げ
,内 容項 目の とらえ方,生 徒の実態 の把握 資

料の検討,指 導過程 や指導方法の工夫 などについて研究することを通 して,研 究主題に迫ろう

と考えたのである。
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r内 容項目3一 個 「崇高な人生 ・生きる喜ぴ 」についての指導(第1分 科会)

1.主 題設 定の 理由

「人間 」 とは,「 人」 と 「人」の 「間」 で生 き る存 在で あ る。一個の 「人 」が,「 人間」

として生 きてい くためには,社 会の中で お互 いに助け合い,相 互の信 頼 を深め てい くことが

必要 であ る。 ところが・ 急速に発展し物質的 に豊か にな ってい く社会 の中で,人 間 関係は希

薄 に なり・ 人の心 は逆 に貧し くなった と言 われてい る。急速 な社 会の変化 は人 々に不安感を

与 え・物質万能 主義は時 として人間疎 外 といった状況を造 り出 して い る。 その中で,人 は,

人間 不信 に陥り,自 分 さえ も信頼 で きな くな り,無 力感に襲われ ることもあ る。

この ような社会の中で・人 が人間 として生 き生 きと生 きてい くため には,第 一に,自 分 も

他の人 も同 じよ うに 「弱 さや醜 さを もった存 在であ る。」ことを自他 共に素 直に受 け入れ るこ

とが求め られ る。そ して 第 二に,そ の 同 じ燗 が 「弱さ糊 さを蜘 しようとす る強 さ ・

気高 さを併 せ もった存在 であ る。 」 とい った人間 に対 す る共感的理解 を深 め ることが必要で

ある・ 人間は誰 で も強 さや気高 さを もって い るとい うこ とが信 じられて こそ,自 分を含めた

人間 を信 じることが でき・深い人間愛 が生 まれ,人 間 としての 誇 りを もつ ことがで き,と も

に人間 として生 きてい くこ とに喜 びを 見いだす ようにな るの であ る。そ して,人 間 としての

道 を信 じて歩んでい こ うとす る ところか ら崇高 な人生 が広 がってい くので ある。

中学 生の時期 には・様 々な体験 か ら,自 分を含めた 人間が,弱 さや醜 さをもつと ともに,

強 さや気 高 さも併せ もって いるこ とに気付 き始めて くる。 ところが,自 己が確立で きていな

いため に 自分 の もつ強 さや気高 さに自信が もてず,無 力感 に襲われ た り,困 難 に挫 けそ うに

な った りす る。 この よ うな生徒 に,他 の 人 も同様 に弱 さや醜さに悩 み,ま た,悩 みつ つ も,

そ れを 克服 しよ うとしてい ることを共感的 に とらえ させ ることが大 切で ある。 こういった認

識を ふまえ た指導を通 してこそ,「 自分 もよ りよ く生 きて いこう。 」 とい う思 いを生徒の心

の中 に膨 らませ るこ とが でき るの で あろ う。

この よ うに深 い人間理解 に立 った人間 としての生 き方 ・在 り方の問題 は,誰 にで も共通の

もので あ り・生 涯の課題 ともなり得 るものである。そ して,自 己を確立 しつ つあ る中学 生の

時期 に この課 題 についての 認識を深め させて い くこ とが必要 なのであ る。

以 上の こ とか ら・ 第1分 科会 で は,「 人間 として よ りよ く生 きよ うとす る力 を育 て る道徳

の時間の指導 」 として・ 内容項 目3-〔3)「 崇高 な人生 ・生 きる喜び」 を取 り上げ,内 容項 目

の とらえ方・ 生徒の実態,指 導 方法 ・指導過程 の工 夫等の研究を進 め ることに した。
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2.研 究の内 容と方法

(i)内 容項 目3-(3)の とらえ方

内容項 目3-一(3)は,「 人間 には弱 さや醜 さもあ るが,そ れを克服 す る強 さや気 高 さがあ る

こ とを信 じて,人 間 として生 きるこ とに喜 びを見いだす ように努 め る。」(中 学校学習 指導

要 領道徳)で あ る。

ここで私達は,特 に 「信 じて」 とい う点 に主眼を置 いて研究 を進 め た。

現代の中学生 は,確 かな ものや実 現可能 なものは信 じられ るが,少 しで も疑問の あ るもの

や不確か な ものにつ いて は不安 を感 じ避 け る傾向 が強 い。誰 もが持 って い る自己の 可能性 と

い う見えないものの存 在を信 じ,こ れか らの人生でそれを現実 に変えて い くこ と,そ こに人

間 として生 きる喜 び も見いだ され るのであ る。

誰 で もすば らしい人 生を送 りたい と思 う気 持 ちがあ る。 つ らいことやい やな ことを乗 り越

えていけ るのは 「よ りよ く生 きたい」 「よ りよい 自己実 現 を図 りたい」 とい う願 いが根 底に

あ るか らであ る。

人生を山登 りに例 えて

み る。 生 きるこ とが社 会

の中で共存する こ とを意

味す る以 上,こ の山登 り

で は他 の人 とのかかわ り

を無視 することは で きな

い。 したが って,山 登 り

の 第一歩 は自分 と他 人の

心の陣 ある弱さと強さ/

に対 す る共通認識 と,そ

の 上でお互 いを支 え合 う

人間へ の温 かい心 の芽生

え であ る。 ここに 「共感

的 理解 」が生 まれ る。

「す ば らしい人生 」を

目指 したはずの山登 りが

つ らく,困 難 で ある と感

∵よりよく生きたいという願恥「

図 1

＼
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じる とき・人は 自分の背 負ってい る荷物の重 さを嘆 く。人間 の内面の弱 さや醜 さにばか り目

がい く。雨風 に さらされ,山 中の道 で悩ん で しま うもの であ る。 しか し,目 指 した もののす

ば らし さを知 って い るか ら,こ の荷 物 にはすば らしい もの も詰 ま ってい ることに気付 く。人

間の 内面の強 さや気高 さの存在で ある。 これが長 く続 く山道 を登 る原動力 と言え る。

深 く険 しい林 に囲 まれ ていて も,必 ず頂 上にたどり着け るはず だとい う強 い信念 が重 要 で

あ る。言 いかえれ ば,ど ん な山に も 「強 さや気高 さの道 」が存在す ると信 じる心 が最 も大切

なのであ る。 このよ うな道 を歩む とき,人 は 「生き る喜び」 とい う陽光を身に浴び,山 を登

る喜び・ つ ま り人間 として生 きるこ と自体に喜び と誇 りが生 まれて くると思 われ る。

以 上の内容を構造化 した ものが図1で あ る。

(21生 徒の実態 と各学 年のね らい

この項 目に関 する生徒 の意識調査 を2つ の 目的 で行 った。1つ は,日 常生活 におけ る 「人

間の 弱 さ強 さ」の 自覚の程度,も う1つ は自分 と他人の 心の内面 に対す る認識 の程度 につい

てで ある。

ア ンケ ー トAで は,自 分の中 にある弱 さ醜 さを自覚で きるか,他 人の弱 さ醜 さに理解 を示

せ るか,自 分の弱 さに打 ち勝つ強 さや気 高 さ,そ してす べての 人に強 さや気高 さがあ るこ と

を信 じられ るか とい う観 点で場面を設定 して,生 徒 の判断力を問 うこ とに した。

アンケー トBで は・心 の強 さ美 しさ ・弱 さ醜 さについて,自 分 と他人に分 けて,感 じ方の

程 度はそれぞれ どの くらいであ るか,ま た一般的 な意味 で 「人間への信頼」 がどの程度か を

調 べてみ ることに した。

A次 の文をよく読み、その場面でのあなたの考えを書いて ください。

2友 達のAが 、雨が降り出して帰ろうとしたら傘立てにあるはずの自分の傘がな

くなっていました。何本かある残 りの傘からAは 黙って1本 抜いて帰って行こう

としています 。

このAの 行動を見て 、あなたはどう思いますか。

1Aの 行動は決して許されないことだと思う。

2Aの 行動は許されないことだと思うが、やむを得ないと

も思う。
3他 の人もやっているので、Aを責めることはできな㌔、。

4こ ういう場合は傘を持って行 くのが当然だと思 う。

8.3%

年

年

年

1

2

3

164.2男 223.8器 314
159.2 22?.3X 310.9瓢4

152.5 225.8 316.5 4

鴨

倒

困

Q
り

9
』

置
0
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学年に よる差は顕著 では ないが,.ヒ 級 生にな るにつ れてAの 行動 は 「許 されない 」とい う

気持 ちが弱 ま り,「 責め ることはで きない 」とい う気持が強 くな ってい ることが 分か る。

この ことは,人 間 は弱い存 在であ り,自 分 の経験1こ照 らして 「そ うす ること も仕方 ない」

と判断 した結果が表 われ た と言 え る。生徒 は,日 常生活の 中で人間の もつ弱 さ醜 さの実態 を

体 験を通 して感 じてい るのであ る。

年

年

年

1

2

3

白い杖を持った目の不自由な人が電車を待っています 。何かにつまついた拍子
に、その人は黄色い線より前に出てしまいました 。まもなく電車が入って来るの

で危険です。その時 、見ていたたくさんの人の中からさっと1人 の男性がかけよ

り、手を引いて助けてあげました。
この男性の行動を見て 、あなたはどう考えますか。

1す べての人にこのような行動がとれると信じる。

2こ のような気持ちもあるけれど、なかなか行動にうつせないものだ 。

3こ のような気持ちは持ちにくいものだ。

4こ のような気持ちはほとんどなく、たまたまその男性にあった。

115.8箔 274.9男 3 4

115.4X 278.4鑑 3

118.5 277.8X

35.4.43.9°6

34.3.41.9k

31.7%.42・ 〔〕ヲ6

これは,人 間 の もつ強 さや気 高 さに対す る質問で あ る。

実際 には行 動 として表 す ことがで きな くて も,「 助け たい」 とい う気持 ちがあ ると考えて

い る生徒が,各 学年 と も9割 を超えて いる。

この こ とは,人 間の もつ強 さや気高 さ1こ対 して中学生 が抱 く信 頼感の現 れで あり,ま た人

間がそ うした心 をもってい るとい うことを信 じたい とい う願 いの現 れだ と思 われ る。強 さ気

高 さの存在 を否定 す る生徒 が学年 ごとに減 ってい く点 も中学生 の気持 ちを物語 っている。

自分 や他人について、あな たはど う思 うか 。思 ったままを答 えて くだ さい。

[書 き方]答 が 「ある」 の場合 、1を 、 「まった くな い」の場合 、4を 記入

して くだ さい。その どち らとも言 いに くい が、 どち らに より近 い

か と考えた とき、1に 近 い場 合2を 、また4に 近 い場 合 は3を 記

皿 自分の心のすばらしさ(強さや美しさ)を感じたことがありますか。

全体111.7% 226.7 3 39.9毘 421.7
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あ る(あ るいはそれに近 い)と 答え た生徒 が全 体Z約4割,ま った くない と答え た生徒 が

約2割 とい う結果で あ る。

自分 の中に強 さや気高 さが存在す るこ とを うす うす感 じてい る面(信 じたい面)と,そ こ

までは言 い切 れない面 とが約半 々であ る とも言え る。 しか し,対 象が 自分では な く他人にな

るとsそ の感 じ方 は次の ように変わ る。

83他 人の心のすばらしさ(強さや美 しさ)を感 じたことがありますか。

全体 1 54.5駕 228.3% 313.4瓢4

5.8駕

約8割 の生徒 が他人の中 に強 さや気 高 さが あるこ とを認め てい る。 また,人 と接す る機 会

が多 くなる上級生 ほどその度合いが強 くなる。

この こ とは,学 年の進 行 とともに人間の心の内面 に対す る認識 が深 まるこ とを表 す ととも

に・他人 と接 して い く中で 自分の中 に も心のす ば らし さが ある ことを知 ら され る機会 が多い

こ とを示 している と考 えられ る。

人間は気 高い存 在 であ るが・思 った こ とを行動に移 しに くいとい うの が現実であ るこ と,

自分のすば らしい面 には 自信 が もてないが,他 人のすば らしさへの共感 を通 して 自分 に もそ

うい う一面が あるの ではないか と思 いをめ ぐらす ことなどが,今 回の ア ンケー トか ら導か れ

た結果で ある。(調 査数1年 生205人,2年 生424人3年 生200人 ,合 計829人)

以 上のような実態把握 と考察に基づき,各 学年の指導のねらいを次のように設定した。

第1学 年

第2学 年

第3学 年

人間には誰 にで も弱さや醜 さがあ ることを理解 し,自 他を温か く見つめ受 け

いれ る心情 を養 う。

人間の 弱 さや醜 さを克服 す る強 さや気高 さに気 付 き,そ れを信 じて よ りよ く

生 きていこ うとす る意欲 を高 め る。

自分 を信 じ,他 の人 も信 じられ る心の強 さ と信 頼感 を学 び,人 間 として生 き

るこ とに喜 び と誇 りをもと うとす る態 度を育て る。

(3)指 導方法の工夫

① 資料選定の観点

第1分 科会では,内 容項目3-(3)の 指導に供する資料を次の諸点に留意 しつつ選定した。

の 教師自身が感動し,心 魅かれる資料。
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α)生 きる喜 び(生 きて いて よか った とい う気持 ち)を 実感 させ られ る資料。

(ウ)生 徒 が勇気 づ けられ,励 ま され る資料。

(エ)人 間の弱 さ,醜 さを生徒が共感 をも って受 けいれ,自 分 の問題 として考 える手 掛か り

の ある資料。

上記の視点 に立 って資料 を収集,検 討 してみ たが,内 容項 目3-(3)の ね らいを考慮 す る と,

生 活に 身近す ぎる資料 は,か え って生徒 の発言 を限定 して しまい,生 きる喜びを実感 させ る

ところ まで深 まらないの では ないか とい う意見 があ った。そ こで,日 常性 に欠け るもの であ

っても,生 きることのすばらしさ,人 間のすば らしさを感 じ,心 を動か され る資料 を探 すこ とに

した。 相馬 靖雄 さんの講 演,(於=平 成元年3月11日,江 戸川区立 松江第一中学校)を 資

料化 した 「両脚な く,親 の愛 な くと も,自 分を信 じ,人 を愛 し」 は,生 徒の 日常生活に即 し

た内容 では ないが,感 動 で きる もので あ ると考え選定 した。

② 資料 提示 の工夫

資料その ものが長 く,ま た,内 容項 目3-(3似 外 にも多 くの価値 内容 を含んでい るため,

ね らい とす る価 値 に焦点化 で きるよ う,資 料 を一部 削除 した り再構成 した りした。

加 えて,生 徒が著者(相 馬 靖雄氏)の 生 き方 に感動 を覚 え,授 業 に入 り込 め るような朗読

の工 夫を試 みた。

③ 指導過程 の工 夫

資料 を検討 してい く過 程 で,そ の内容が生徒の 日常生活か らか け離れてい るた め,資 料の

中身を整理し,理 解 しや す くす る必要 があ る と考え た。 また,内 容項 目3-(3fは,他 の 内容

項 目 との関連 が深 いので,ね らいを しっか り設定 して指導 してい く必要が ある。

σう 導入

長文 資料 であり,展 開 の段階で 十分時間をか けて考 え させ るため,導 入 では,筆 者 の生

い立 ちや境遇 等の紹 介 をした り,体 の不 自由な方の ス ライ ド等 を見せ るなどして,資 料 に

興味 をもたせ,内 容を よ り深 く理解で き るよう工 夫 した。

α)展 開

資料の読み取 りで は,生 徒の理解 を より深め るため,教 師 が感情 を込 めて範読 してい く

ように した。 また,長 文資料 なので,内 容の ポイ ン トを おさえた上 で短 くまとめ た。

⑰ 終 末

授業 を通 して得 られた こ とや 自分の 考えを,作 文 に ま とめ,発 表 させ るよ うにした。 ま

た,時 間 に余裕 が ない場 合には,後 日,朝 や帰 りの会を活用 して,読 み 聞かせ るよ うに し
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た。

④ 資料の概要

「両脚な く,親 の愛 な くと も,自 分を信 じ,人 を愛 し」 相 馬靖雄

本 資料 は,太 平洋戦 争の末期 に満州で生 まれ,日 本 に引 き揚げ てきた相,.,雄 氏 の,苦 難

に満 ちた半生 を描 いたもので あ る。

実母 はすでに無 く,満 州 か ら引 き揚げ た後,彼 は田舎の 叔 父叔母 の もとで育てられ る。ある

日,三 輪車か ら落 ち る事 故に遭 い,背 中に痛 みを覚 え る。 しか し,痛 みを訴 えて も叔母 は取

り合 って くれ ない。 その後,父 が再婚 し,親 子3人 の新 しい生活 が始 ま る。 だが,痛 みは増

すばか りで,病 院へ行 ったが,す でに菌 は脊髄 に入って化膿 して いた。手 術 は した ものの・

ついに下 半身不随 にな って しま う。そ れか らとい うもの,筆 者は家 か ら一 歩 も出 して もらえ

ず,学 校へ も行 かせ て もらえ ないな どのむ ごい仕打 ちを,義 母 か ら受 ける。あ まりに も毎 日

がつらく悲 しく,自 殺 を試 み さえ もす る。 だが,い つ しか義母への強 い憎 しみは・絶対 に生 き

てやろ うとい う思いへ と変わ ってい く。 そん な思い とは反対 に病状 は悪化す るばか りで・つ

い に両脚 を切断せ ざ るを得 な くなる。手術後 に両脚のな い自分の姿を,鏡 の前で 目にして あ

然 とす る。そ して,再 び生 きる望み を失 って 自殺 を図 るが,医 者や看護婦の手厚 い看護 と温

かい愛情 に触れ ることによ り,生 き る力 を取 り戻す。 この ことを きっか けに社 会復帰 し・車

の免許取得.夜 間中学校卒業 などを通 しZ,多 くの人 とすばらしい出会 いの場を持 つ。反発する

ことが生 きる力へつ なが った として,義 母 に さえ も感謝の念を抱 くよ うにな る。最後 まで自

分 に誇 りを もち,負 けそ うにな って も頑張 るこ とに より人 の温か さに触れ,そ れ らが・ 生き

る喜 びや生 きがいに なって いったのであ る。

内容がr生 徒 の 日常生活 とは大 きな隔 た りがあるが,感 動を呼ぶ すば らしい資料 であ る。

(4}指 導事例(第1学 年)

① 主題名,崇 高 な人生 ・生 き る喜び(内 容項 目3-一一(31)

人間 には弱 さや醜 さ もあ るが,そ れを克服す る強 さや気 高 さがあ ることを信 じて,人 間 と

して生 きるこ とに喜びを見 いだす ように努 め る。

② 資料 名

相 馬靖雄氏,講 演要 旨(於=宰 成元年3月11日,江 戸川区立松江第一中学校)

「両脚な く,親 の 愛な くとも,自 分を信 じ,人 を愛 し」

③ 主題設 定の理 由

人間 は社 会生活にお いて,互 いに助 け合 い,信 頼を深め合 うこ とを必要 とす る。 しかし・
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現代社会 において は物質的充足 に目を奪 われs心 の 内面の充実 に対 す る取 り組み に欠け るた

め,大 人 も子供 も自他への不信感が増大 する傾向に ある。

この ような社 会 の中で,人 が人 として生き生 きと生 きるため には,「 自分 も他 人 と同様 に

弱 さ ・醜 さを持 った存 在で あ る」 ことに気付 き,そ れを 否定す るばか りでな く,認 め素直に

受 けいれ ることが求め られ る。 そ して 「人間 は,弱 さ ・醜 さを克服 しようとす る強 さ ・気高

さも併せ もつて いる 」とい う 「人間 に対 す る共感的理解 」を深 め ることが必要 であ る。

弱 さ ・醜 さと強 さ ・気高 さの存在に気付 き始 めてはい るが,自 分 とい うものに 自信を持 て

ず,自 暴 自棄 の行動 に走 りやすい中学生の時期,自 分 も他人 も同様 に悩 み,そ れで も努 力 し

て いる ことを共感的 に とらえ させ るこ とが重要 であ り,そ れがで きた とき 「よ りよく生 きよ

う」 という思いが伸 びて い くもの と考えた。 さ らに,一 生涯を通 して追 求 され るべ き 「生 き

方」の 問題 を考え る起 点 として も必要 と考 え,本 主題を設定 した。

④ ね らい

人間の弱 さや醜 さを克服 す る強 さや気高 さの存在に気付 き,そ れを信 じて よりよ く生 きて

いこ うとす る意欲を高め る。

⑤ 指導課程

学習活動及び主な発問 予想される生徒の反応 指導上の留意点

導 O本 資料の主人公について o相 馬氏 が,ど の よ うな人

簡単に紹介し,資 料 に対す 生を歩んできたのかについ

入 る興味 をもたせ る。 て興味 を もつ。

O資 料 を読む。 o朗 読 を聞 く。 o資 料を授業者が朗読する。

感 じた ことを書 きとめる。 資料の余 白に感想等を書

きとめ させ る。

展 発問

① 何が印象`こ残 りました ・相馬 さんの ハ ンデ ィキ ャ O生 徒が発言 しやすい よう

か? ップ と苦 闘 に自由に意見を交換 させ,

すば らしい なと感 じた点a ・困難 と闘い乗 り越えた姿 発表 させ る。

良くないなと感 じた点を ・看護婦 さんの行動
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あ げて くだ さい。 ・自殺 を図 った時 の心 境

・夜間中学校の生活

・義母の仕 打 ち

・まわ りの者の援助 を排除

したこ と

開 ・盗み食 いを したこ と

・自殺未遂 をしたこ と

② 相馬氏をより強 く自立 ・義母 への反発 o相 馬氏の心情の変化 を考

へ と立 ち向かわせた もの ・野外の 自然の す ば らしさ え させ,生 徒 の とらえ方 が

は なんで し ょうか。 ・看護婦 さんの示 して くれ 特定の部分に固執しないよ

た優しさと気高 さ うに配慮す る。

③ 相馬氏はどんな姿勢で o相 馬氏が今後の人生に能

これか らを生 きて いこう 動的 に立 ち向 か ってい こ う

と考 えて いるで し ょうか。 とす る姿 か ら。 人間の有 す

る可能性を信じることが大

切 で あるこ とに気付かせる。

。本時 の展 開をふ りかえ り, ・感 想文 を書 く。

終 各自に感想文を書かせ る。

末 o終 章 をも う一度読 み,余 o自 分の今後の生き方に対 o自 他 の弱 さ醜 さを認 めつ

韻 を もつて終え る。 して問題意識を もつ第一歩 つ現実 を受け入れ,く じけ

とす る。 ることなく現実に立ち向か

う気持 を高め たい。

⑥ 評価

・資料 読後 に明確 な印象 を もたせ るこ とが で きたか。

・人間の内 に秘め られ た強 さ ・気 高 さの 存在 に気付かせ ることがで きたか。

・自分の生 き方を向上 させてい こうとす る意欲を抱 かせ ることがで きたか。
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⑦ 授業の概要 及 び研究協 議 の ま とめ

資料 を範 読 した後,主 人公の生 き方を中心 に話 し合 い を進め た。資料は,き わめて深 い内

容 を持 って お り,生 徒 の心 に しっか りと受 け とめ られ たよ うであ る。 生徒の 代表的 な意 見,

感想等 は次 の とお りであ る。

oど んなにつらいことがあって も自殺 は よ くない。 自分 の可能性 の芽を摘む こ とにな る。

。 義母の冷 たい言葉 も,看 護婦 の励 ましも,秋 の高い空や コスモスの花 も,生 きる意欲 や

希望 に結 び付 け られる ことはすば らしいと思 う。

o苦 しみを乗 り越 えて生 きてい く相馬 さん1こ感動 した。

o人 は誰 もが悩 みや苦 しみ を もつてい る。 しか し,常 に希望を もって 生 きていか なけれ ば

な らない と思 う。

o人 と人 との出会 いが,人 の 人生を変え るこ とが あるとい うことが分 かった。 これ からは

出会 いを大 切 にしてい きたい と思 う。

終 末 で感 想文を書 かせたが,ど の生徒 も一斉 に書 き始 め,自 分の思い を懸命に書 き とめて

いた。

授業 後の研究協議 では,次 の点 を中心 に話 し合い が もたれ た。

(ガ 自評

・資料範読 で,生 徒 の心情 に訴え るよ う心 がけた。 ・発 問に対 す る意 見,感 想を書かせ た

の で時間が かかりす ぎ,感 想文 を書 く時 間 が不足 した。 また挙手 が な く,指 名 によ る発言

だ ったのは残念 であるが,発 言 内容 か ら,そ れぞれ に人間 としての生 き方を考えた と思 う。

ω 良か った点,改 善点

・感動で きるす ば らしい資料で あ る。 生命 尊重や思 いや りについて も考 え させ られ る。

・資料範読に情感 が こも り,十 分に生徒 の心情 に訴 え ることができた。

・生徒が意 見や感想 をよ く書 いて いた。

・意 見や感想を遂 一書 かせ るより,生 徒 の素直 な感動 や意見を ,自 由に発言 させた方が良い。

。感想文 は十分 に時聞 を かけて 書かせ たい。

⑧2年 生生徒作文(一 部略)

どんな理由で も,自 殺 はしてはい けない と思 う。 た とえそ の理 由が どんなにひ どい事で も

死 んでしまった ら何 もかも終 わ りだ。私 だったら絶対 いやだ。私 は 「自分に誇 りを もち 」と

い う所を見習いたい。 この人は,何 度 も折れかか った 自分 自身を,誇 りと仲間の 励 ましで生

きて きた。 自分が人を思 いやればや るほど,人 は自分 を思 って くれる。 それを信 じて人のつら
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さや悲 し さ等 を知 り,思 いや るこ との で きる燗 に なるよう鋤 したい と思 う。(女 子)

生きる力 とい うもの は,人 との 出会 い,感 動,そ して憎 しみか らも くるもの だ とわか った。

誰 も生 きる権 利を持 ち,学 ぶ権利 があ る。 自信 を持 って生 きれば,き っと何かをつ かめ る。

何か をつ かめ ば,そ れが幸福 か もしれ ない。 ぼ くも出会いを大切 に して,自 分に 自信 を もつ

て 生 きて い きたい。そ れを教 えて くれ た相馬 さんにお礼を言いたい。(男 子)

3.ま とめ

第1分 科会 では,内 容項 目3--f31「 人間 には弱 さや醜 さもあ るが,『それを克服 す る強 さや

気高 さがあるこ とを信 じて,人 間 として生 きるこ とに喜びを見い だすように努め る」につい

て,研 究を進 めて きた。

中学生の時期 は,学 習,部 活動,更 に進 路選択 な ど,学 校 生活にお ける様kな 課題 に直面

す るが,そ の こ とを契機 として,自 己を真剣 に見つめ考 え る機会が増 え,自 己理解 が深 まる

時 期で もあ る。そ して,人 間は,「 弱 く醜い」 側面と 「強 く気 高い」側面の 二面性 を持 って

いるこ とに,少 しずつ気 付 くように なる。 しか し,現 在 の中学生 は,自 分に 自信が もてず,

弱 さや醜 さの面ば か り目がい き,無 力感や 自暴 自棄 に陥 りや すい傾向 にあ る。 そ こで,自 分

だけで な く,誰 で も心 の中 に弱 さや醜 さがあ ることを共感 的に理解 させ,こ れを克服 し よう

とす る強 さや気高 さ も併せ もってい ることを強 調 して考え させ よう と努力 した。そ して,例

え 困難 を克服 す るこ とがむず かし くて も,真 剣 に取 り組む気持 が大 切 であり,そ の過程 を通

して生 きる喜 びを感 じ ることがで きることを,授 業 の中で共感的 に とらえ させ るこ とがで き

ないか と考 えた。

研 究に当 たっては,ま ず,よ り深 く生徒 の実態 を把握す るため,ア ソケー ト調査 を実 施 し

た。結果 を考察 して み ると,現 在 の中学生 は 自分 に厳し く,他 人 よ りも自分 が弱 く醜い存在

であ り,強 さや気高 さはあま りもち合 わせていない と感 じてい る。 また,困 難 を克 服 した時

に感 じる人間 のずばらしさや生 きる喜 びの存在を,予 想以上 に多 くの生徒 がす でに知 っている

などが考 察で きた。

資料 に関 しては,内 容があ まりに も生徒 の 日常生活 とかけ離れ,読 み物資料 としては文 章

が長 す ぎるなどの理 由か ら,生 徒 の資料 理解が深 まるか どうか懸念 した。 しか し,授 業 の時

の生徒の 様子や感 想文 な どか ら,十 分 に感動を呼ぶ もので あ ることが分か った。

内容項 目3-(3)は,他 の 多 くの項 目 と関連 があ り,扱 いを一つ誤 るとね らいが変 わ ってし

まうこ とが今後の課題 として残 った。研 究 を進 あてい くにつれて,改 めて この項 目の内容が,

人間 と しての生 き方 に深 くかかわ り,い かに奥深 い ものがあ るかを痛感 させ られた。
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1内 容項目4-(4)「 勤 労 の尊 さ,社 会 へ の奉 仕 」についての指導(第2分 科会)

1.主 題 設定の 理由

私 たちの社 会は共同生活を営ん でお り,一 人一人が働 くこ とに よって,社 会生 活が成 り立

って いるの であ る。 またs勤 労を通 して,社 会生活の発展,向 上 に貢 献す ることも強 く求め

られ ている。勤 労は,人 間生 活に欠かす ことが で きないものであ り,自 らの 目標 を実 現し,

生 きがいや 充実 した生 き方を追求す るだ けで な く,社 会全 体 を支え る基盤 ともなる ものなの

であ る。

現在 の中 学生は,自 分 と深 くかかわ った り,自 分の個 人的 目的 を実現す るための仕事 には

積極的 に取 り組む が,集 団 のため になる仕 事やみ ん なで協力 す る仕 事 には 消極的 に なった り,

敬遠す る傾向が あ る。 日常の 清掃 活動 をは じめ,係 ・委 員会活動,学 年 ・学 校行事 などの場

面 で・決め られてい る範 囲での仕事 はで きても,そ れ以上 の こ とは進んでで きない。 一つ一

つの枠づけをされないと 自分 か ら積極的 に仕事がで きないとい った傾 向が見 られ る。

さらに,家 庭 や地域 での仕事の場 面で も率先 して周囲のために,み ん なのため に働 くとい

う姿勢 がだんだん見 られ な くな ってきてい る。 また,社 会が急激に変化 し,複 雑化 す るな か

で,勤 労 を通 して自己実現 を果た してい るものの勤 労 の とらえ 方が狭 く,金 銭の取得 や物欲

的 な ものの追求 になってしま ってい ること も少 な くない。現 代は物質的 に豊か な社 会 であ り,

何 で もす ぐ手に入 る時代で あ る。家庭や地域社 会で も 自分 の役割 を分担 し,働 く機 会が きわ

めて少 な くな ってい る。 今 の中学生 は勤労体験 も少 な く,ま た,そ の喜 び も体得 で きてい な

い こ とが 多い。そ こで,地 域社 会での奉仕活動や勤労体験等の機会 を通 して,勤 労の 価値 に

つ いて深 くとらえ,社 会 への奉仕の気持 ちを深 め させ,社 会の ために尽 くそ うとす る態 度 を

育てて い くこ とが重要 であ ると考 え る。

指導に当た っては,生 徒 に勤労 とい うものを前 向 きに とらえ させ,勤 労の 尊 さを理解 させ

ると ともに,社 会全体 への奉仕の気持 ちを深 め させ るこ とが必要 であ り,実 践 に向けての意

欲 や態度を育て るこ とが大切 になって くる。

以上 の こ とか ら,第2分 科会 で は,「 人間 として よりよ く生 きようとす る力 を育て る道徳

の 時間の 指導 」 として,内 容項 目4-(4}「 勤労の 尊 さ」 「社会への奉仕」を取 り上げ,内 容

項 目の とらえ方,生 徒 の実態,資 料 の検討,指 導 方法に ついて研究を進 め るこ とに した。
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2、 研究の 内容と方法

ω 内容項 目4-(4)の とらえ方

内容項 目4-一一(Q)は,「 勤 労の尊 さを理解 す るとともに,社 会 への奉仕 の気持 ちを深め,進

んで公 共 の福祉 と社会 の発展 のために尽 くすように努める。」(中学校学習 指導要領道 徳)で ある。

この項 目は,従 来の学 習指導 要領項 目6と14が,統 合 された もの であ り,自 らなすべ き

ことをや り遂げてい く過 程に おいて,そ の喜 びや,生 きがいを体得 す る ととも1こ,集 団 や地

域 社会に対す る奉仕 の気持 ちを深 め,よ りよい地域社会の建設 を 目指した ものであ る。

最近 の中学 生 は,自 分 の目的 を実現す るためや,気 の 合 った仲閤 と一緒 にす る仕事 には意

欲 的 に取 り組む が,共 同で行 う仕事 や,集 団です る人の ため に なる仕事 については,積 極 的

に分担 し,引 き受 けない とい う傾向 が 目立 つ ように なって きた。 また,豊 かな 自然に触 れた

り,勤 労体験 ・奉仕体験等が,非 常 に不足してい る。 そのため,他 の 人のために尽 くした り

す る社会福祉や奉 仕の精神 も十分 に身に付 いていない傾 向があ る。

一方,教 育課程審議会の 答申において も,「 奉 仕活動及 び勤労 生産的活 動の位置付 けを明

確に 」し,「 勤労体験の重視,人 類の福 祉に貢献 で きる日本人 としての必要 な資質の育成 」

の重要性 が示 された。

そ のため には,学 校 ・家庭 。地域 のすべての場 で,今 の中学 生に不足 しが ちな奉仕体験 ・

勤労体験 を推進 す るための場 と機 会を用意す る必要が あ る。生徒 は,こ の体 験 を通 して,学

校 ・家庭 ・地域社 会 での 自分の立場 を理 解す るよ うにな り,よ りよい社会建設の ための 一翼

を担 った とい う充実感 ・満足感を体得 す ることがで きる。その こ とが,勤 労へ の意欲,言 い

換えれ ば社会へ貢献 しよ うとす

纂灘 撫 灘熾 鱗
達 の心 の中に渤 労 の尊 さの意 社会 の社会.

識 う蝶 まり,そ れが,結 果 として

以泌 べてきたことを融 鑛i懇 雛{慕

的 に表 して み ると,図2の よ う

にな る。

キて らぞ

薫礁 灘難:影 ㌔鴇

図2
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② 生徒の実態の 分析(調 査区域 葛飾,江 東,目 黒,世 田谷,杉 並,東 村山,八 王 子)

(調 査 数1年 生239名2年 生246名3年 生.・ 名)

(実 施 日 平成4年7月13日 か ら18日)

研 究 を進 め るに当た り 「勤労,奉 仕」 に関 す る都 内の中学校 の生徒 の実態 を調 査した。 ア ソ

ケ ー ト項 目の設 定に 当た っては,勤 労や奉仕の心 は どん なことを契 機に,ど ういった場 で培 わ

れ るのか という視 点か ら検討 した。 その結果 「家庭生活 」 「地域 への貢献」 「学級や 学校 内で

の 役割」r将 来の 自分像 」等 について調 査をす るこ とが適切 であ ると判 断 した。

〈設問1家 庭 の 中で,あ なたに割 り当て られて いる仕事 はtあ りますか。〉

ロ ウ

白 憩nロ>oao50Fp慮 田 田IOロ
「 こ:1

この調 査結 果か ら,学 年が 上が るにつれて,割 り当 て られてい る仕事が少 な くなる傾向が あ

るこ とが分か った。3年 生 にな ると,家 庭 での役割 の分担 よ りも進路 選択 を意識 して学習 に時

間を費やす傾向 があ るため,こ のよ うな結果 が出た と考 え られ る。

〈設 問2家 庭 の中で,自 分か ら進 んで手伝 いをし ますか。〉

[]白
イ 時々 してい る 三年

ウ してい ない3年

0102030405日6070呂09〔 】100
rG.一"?「

この調査結果か ら,学 年 間の差 は殆 ど認 め られ ないが,地 域的 な差 が あり,葛 飾 区 ・江東区

はアの解 答 が多か った。 これは,保 護者 が身近 な場面 で働 いてい ることが多 いので,勤 労 に対

す る意識 が幼 少 の頃か ら自然 に培 われ て きてい るもの と考 え られ る。

〈設問3地 域の ため に仕事 をす ることについて ど う思 いますか。〉

圏 ア

ウ 必要 のないこ とだ と思 う。
G10201aasc060稲 部90101

この調査か ら,生 徒は 「地域の 中で仕事 をす ること」 」㍗

を必要 なこ とであ ると考え てい るが,社 会 体験 や主体的 な行 動力等の不足か ら,実 行 で きない

状況 にあ ることが分 か った。 また,ウ の 回答 は高学年 にな るほど高か った。
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〈設問4.学 級 ・学年 ・委 員会等の活動の 中で進 んで仕事を してい ますか。 〉

ア してい る1年

イ や ったこ とがあ る2年

ウ してい ない3年

0102Q304050607080

引

一

一■■匝 三二窪聖τち揚払ヨ 50.肱

7.嫉.擁 臼.'魂郷 41V,7翌

一31.711■ 彫 麺 媛 三ξ1 41.2誕

r[1iIr III

90100

7

↓
{

■
國
口

この調査 を行 ったのが,1学 期であ ったことか ら,1年 生は まだ学校 に慣れてい ない状況 が

あ る。 学級 ・学年 ・委 員会 の仕事 に 「主体的にかかわ りたい 」と思 ってい るものの,ま だ様 子

が分 か らないため に行動 に移 せないよ うで ある。学年 別 に考 察 してみ ると,ア を選択 した生 徒

の割 合は3年 生が多か った。学校 に も慣れ学校 の諸 活動 に 自信を もってい るため と考え られ る。

〈 設問5.部 活動 の 中で,仕 事を して うれ しい ことは,あ りますか。〉

■7ア あ る
1年 囲 一・

口[

イ ときど きあ る2年

3年ウ ない

1〕1[12〔 〕3[14{}506〔17〔}80391[}〔1
'uf
./p

この結果 より,各 学年 と もに ウの回答が 多か ったのは残 念で あった。 私達が,予 想 していた

以上 に,現 在 の中学生が満 足感や成就感 を味 わ う機会 が少 ない ことを感 じた。

〈設問6.あ なたは,将 来役 に立つ人間 にな りたいと思 います か。〉

■ 「フ

圏 ワ

〔]エロ20,?v〔14〔[50607〔1809{]10{]
この結果よ り,1・2年 は(%)

イの回答が多 く,3年 はアの回答が多か った。 どの学年 もウの回答 が少なか ったのは,大 変喜

ば しい ことで あ る。生徒 は 「自分 の夢 を実現 す る 」ために希望 を もってい ることが分か った。

以上 の ような結果 を総括 してみ る と,① 主体性の不 足か ら,家 庭 の中で 手伝 いをす る機会 や

場 が あって もで きてい ない ②奉仕 活動 をしたいとい う心 はあ るが,行 動 に移す ことが で きな

い ③ 学校内の諸活動 は,方 法 を理解す ると意欲的 に取 り組む こ とがで きる ④ 仕事 をや り遂

げたあ とで感 じる成就感や満足感 を味わ う機会 が不足 してい る ⑤将来,社 会に対 して貢献 し

たい と思 ってい る生徒 が多い ⑥ 実際 に奉仕 活動の経験 をもつ 子 どもの中 には,そ の こ とに喜

びを感 じて,さ らにその次の活動 への意欲 を もつ子 どもが多 いということなどが明 らかになった。

この内容を もと1こして,各 学年の 指導 のね らいを次の ように設定 した。

咽

■

一

一P7.o圃■膨多髪簡二醜髪笏 47.2距

・19.マ糧 多之1;1`捌 58.3'1.

〆'.〆

2。・ilo∫雛7謬 〃 52.sr

II閲rI` Il,
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(3)各 学年の指導のねらい

一第1学 年一

1年 生では,勤 労の意義についての理解が不十分であり,共 同の仕事や課せられた仕事に

は背を向けることも少な くない。校内において も,様 子が分か らないためか,進 んで仕事に

取 り くむ姿勢に欠けていることが調査結果を見て も分かる。勤労の尊 さと,社 会の成員が勤

労によって相互依存関係にあることを自覚させたい。1年 生にとって身近 な問題である学校

内の集団に目を向けさせ,そ れらが主体 となっているものを資料 として活用 し,個kの 役割

りや与えられた仕事をし っか り果たすことが最 も大切 なことであるということを理解させたい。

資料例 「ぼ くはまじめか」 私たちの道K出 版社

一第2学 年一

2年 生になると,進 路 や職業 についての関心 をもち始め,働 くことの意義の理解 も,徐 々

に深 まって くる。調査結果を見ると,実 際に家庭内で仕事をわりあてられている者,進 んで

手伝いをしてい る者が少ないことが分かる。そ こで,家 族が主体 となって働 く姿を追 った内

容の もの等 を資料 として活用しながら,「 働 くということ」についての気持ちや生 きがいに

ついて考え させ,家 族 や社会のために役立 とうとする気持 ちを高めたい。

資料例 「おば あちゃんの雪段」 文部省 「道徳の指導資料 とその利用」1

一第3学 年一

3年 生の時期は,進 路や職業について真剣に目を向け,悩 み,将 来自分はどう生きるかに

ついても深 く考え始める。調査結果にもあるように,地 域のために仕事をす ることが大切だ

と考え,将 来 も役に立つ人間にな りたいという希望を持っている。 自分が社会の一員であ る

という自覚を促 し,社 会全体の発展が個人の幸福へつなが ることを理解させ,社 会の発展 と

公共の福祉のために尽 くす心 を養 っていくことが大切である。

資料例 「ゴ ミ収集車」 道しるべS出 版社

以上のような考察から各学年のね らいを次のように設定 した。

第1学 年 勤労の意義についての理解を深め,自 分のなすべきことに対して,責 任を もっ

て取り組 もうとする心情 を育て る。

第2学 年 勤労の尊 さについての自覚を深め,進 んで社会に奉仕していこうとする意欲を

局める。

第3学 年 社会の成員としての自覚を深めr社 会の発展 と公共の福祉のために努力しよう

とする態度を養 う。
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{3}指 導 方法の 工夫

① 資料の 選定

第2分 科会 では,項 目4-(4)の 指導 に供す る資料 を,次 の諸点 に留意 しつつ選 定した。

(ア)日 常生活の 中の身近 な出来事 を取 り上 げた資料

α)自 分の こととして考えや す く,活 発な話 し合 いがで きる資料

㊥ 勤労 の意義や尊 さについて,理 解 しやすい資料

0⇒ 将来 の仕事 に対 しての関心 を高 め られ るよ うな資料

上記 の視点 に立 って資料 を選定 した ところ 「おばあ ちゃんの雪 段1,「 ぼ くはまじめか」

「ゴ ミ集収車 」が候補 として上 が った。 そ こで,調 査結果 を基に,今 ある良い面 をいかに伸

ばすか という方針 に基 づいて検討 した結 果 「おば あち ゃんの雪 段」が資料 として適切 である

とい うことに なった。 この資料 は,杉 み き子著 「小 さな雪の町の 物語 」の一文で あり,雪 国

を舞台に した極めて地方色の強 い作品で あ る。年老い た一 人 のしゅ うとめが,長 年続けて き

た雪踏みを,一 度は嫁に任 せ るのだが,や は り自分 の役 目 としてひそ かに生 きがい としてい

るとい う話で ある。生徒た ちの 日常の生活経験 とかな り隔た りはあ るが,仕 事 に対 する考え

や生 き方 については,世 代 を超えて共感 で きる ものが ある と思 う。 また,文 章も平 易であ り

生徒 たちに勤労の意義 について考 え させ るの に適 した ものであ ると考 える。

② 資料提示の 工夫

本資料 は,地 域性が あり,東 京の ような雪に あま り縁 の ない所 では,実 感 が湧 きに くい。

そ こで,雪 国 の絵(雪 段づ くりの絵)を 提示 し,視 覚 に訴 えかけて理解 を助 け るよう工 夫

した。 また,資 料 は教師 が範読 して,物 語の粗筋 をつかみやす くした。

③ 指導過程 の工夫

発 問を書 いた短冊 を用 意す る とともに,生 徒の 発言 の中の重要 と思 われ る ものに赤い印を

付 けて理解が深 まるように工 夫 した。 また,内 容 的に単 なる生 きがい論や嫁 姑問題に話 がそ

れ るおそれ もあ るので ね らいを見失 なわせ ないよ う配慮 した。

(4}指 導事 例

① 主題 名 勤労の 尊 さ(内 容 項 目4-(4))

② 資料 名 おばあ ち ゃんの雪段(杉 みき子 作)文 部省 「道徳の指導資料 とその利用 」1

③ 主題設定の理 由

現代の中学生 は,将 来何 らかの 形で働 くであろ うとい う漠然 とした見通 しは もってい るも

のの,実 際に働 くこ との 意義や 尊 さについての認識 は浅い と思われる。 これは,第 二次・ 第
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三次産業の増加や都市社会の産んだ幣害の一つであり,家 族 とりわけ保護者が汗して働 く姿

を見る機会が減少したためと考えられ る。中学校卒業後,高 校に進学したり,就 職すること

な く,ア ルバイ トをして金 もうけをす るといった安易な生き方に流 されてしまう生徒 も少な

くない。そこで,義 務教育である小 ・中学校段階の指導を通して勤労の意義や価値に気付か

せ る必要 があると考えた。 また,そ の発展として将来における職業への関心も高められれば

と考え,本 主題を設定 した。

④ ねらい

勤労の尊さについて理解を深め,社 会への奉仕の気持ちを高め る。

⑤ 指導過程(第1時 限)

学習活動 と主な発問 予想 される生徒の反応 指導上の留意点

1家 庭で,何 か決めた仕 ・食 事の準備 ・片づ け 。仕事をした時の気持

導 事を してい ますか。 ・風 呂掃除 ちについて着 目 させ る。

また,そ の事 を す るこ ・ほ っ とす る

入 とによって どん な気持 ち ・す っ き りす る

に な りますか。

2資 料 「おぱ あ ちゃんの ・静か に聞 く ・資料 の内容 について

雪段」を読む。教師範読 十分に理解を深めてか

3主 人公の心情や態度に ら,班 での話 し合 いへ

つ いて考えを深 め る。 と進め る。

展 (1}雪 が降 る季節に な って ・複雑な気持ち (集 団討議)

雪踏みの仕事 を譲るおば ・雪踏 みを嫁 に譲 りほ っと ・自分の 役割 がな くな

あちゃんは,ど ん な気持 す る一一方,寂 しさを感 じる。 ることの寂し さ,む な

ちだ ったのか。 しさに気 付かせ る。

② 嫁の雪踏みを見て,お ・嫁 は,頑 張 って い るな。 ・嫁 姑,互 いに思いや

ば あちゃん はどう思 った ・や は り,自 分 が雪踏み を る気持 ちがあることに

か。 した方がい いか な。 気 付かせ る。

☆
(3)「 年 寄 りだから一」 と ・気 がか りだ った仕事 に戻 (集 団討議)

外に出たおばあちゃんの れて,気 持 ちに張 りが出た ・家族 の一員 としての

背中が,し ゃん としたの か ら。 分担や社会への奉仕の

はなぜ か。 気持 ちを とらえ させ る。

一20一



i☆(
4)「 ただ自分の気 のすむ ・生 きがい ・働 くことの生 きがい

ために仕事をする」 とい ・自分 な りに納得 した生 き や,満 足感を感 じとら

開 うおばあちゃんの言葉か 方 を しよ うとす る姿。 せ る。

ら,何 を感 じるか。

⑤ で は,お ばあ ちゃんに ・手紙 を書 く。 ・す ぐ本文 に入れ るよ

手紙 を書 いてみ よう。 うに,書 き出 し文を示

す。

4教 師の説 話を聞 く。 ・仕事に生きがいを見い出 。千葉から来る行商の

終 せ ることは,本 人は も とよ おば あ さん について話

末 り社会 に とって も幸せ であ す 。

ることに気 付 く。i

⑥ 評価

・勤労 の尊 さを理 解 し,社 会へ の奉仕 の気持 ちが深 まったか。

・集団討議 に よって,効 果的 な話 し合 いが できたか。

⑦ 説話の 内容

千葉県佐 原市の農家か ら,毎 週 決 ま った曜 日に野菜 を売 りに来 るおばあ さんが い る。話に

聞 くと,自 分で育て た野菜 を暗い内 か ら摘 み,大 きなカゴに入れ て背負 い,一 番 列車に乗 っ

て来 るとい う。 一束の値段 は,そ の労力 を考 え ると本 当に 見合 わない程の価格 であ る。今 で

は,全 ん ど常連 さんの家 々でのみ売 りさばかれているらしい。 路地 や道 端で交 わされるあいさつ

や笑 顔か ら何 か懐 か しさを覚 え る。都会 に住む 人間 に とってその一 束は,田 舎の便 りの よう

な ものなのでは なか ろうか。 軽 くな ったカゴを背負 って駅 に向か うそのおば あさんに,「 あ

りが とう,ま た来週 」 と見送 る私 たちが お り,高 齢 なが らも軽 やか な足 ど りのその後 ろ姿 は

何や ら誇 らし げにさえ見え るので あ る。

⑧ 授業 記録(Pは 生徒)

発問(1)雪 が降 る季節 に な って,雪 踏 みの仕事 を譲 るおばあち ゃん は,ど ん な気 持 ちだっ

た のか。

P1嫁 が雪踏 みを して くれるのでほ っとしてい るが,何 とな く複雑 な気持 ち。

P2ま だ,雪 踏み の仕事 を渡した くない とい う気持 ち。

発問② 嫁 の雪踏 みを見て,お ばあ ちゃんは どう思 ったか。

p1嫁 も苦労 してい るな あ。
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P2嫁 の つ くった雪段 は,要 領 が悪、く思え た。

P3仮 り着を してい るような気持 ち。

発問(3?「 年寄 りだか ら一」 と外 に出 たおば あちゃんの背中 がしゃん と伸 び たの は,な ぜ

だろ う。

P,気 になっていた ことがで きると思 ったか ら。

PZ本 当は,や りたい と思 って いた雪踏 み がで きるか ら。

発問(4)「 ただ自分の気 のすむ ために仕事 をす る」 とい うおばあ ちゃんの言葉 か ら何 を感

じるか。

Pl雪 段 をつ くることが,本 当は好きだ った。

P2生 きがい

(お ばあ ちゃんへの手紙)

拝啓 おば あち ゃん。 お嫁 さん が雪段 を作 って い る時,お ば あち ゃん も出て行 ってや り方

や コツを教 えてあげれば よか ったん じゃな いかと思い ました。 で も本当 は,ま だ雪段づ くり

をしたか ったのですね。背中が しゃん と伸びたとい う部 分 を読 んで,こ れが おばあちゃんの

生 きがいなんだな あと思い ました。 これ か らも雪段 づ くりを頑張 ってや って下 さい。敬具

拝啓 おば あ様へ 私 は,お ば あちゃんの気持 ちが よ くわか ります。 長年 や って きた雪段

を嫁や孫 に任せ る時 は,と て も複雑 な気持 ちだ った と思 い ます。 で もそれは,昔 か らのし き

た りとい うか,受 け渡し とい うか どこの家 もそ うだか ら仕方の ないこ となの か もしれません。

で も,お ば あちゃんは,雪 段 づ くりをいつの 間にか 生 きがいに近 いものに してい たの です

ね。 こたつに入 っていて も,仮 り着 をしてい る気 分だ った とい うこ とは,私 に もわか ります。

これか らも,そ の心を大切 に笑顔 をもって雪段 づ くりに精 を出 して下 さい。敬 具

⑨ 考察

導入 において時間 を取 り過 ぎた。あ らか じめ,家 での手伝 いにっいて の簡単 なア ソケー ト

を実施 してお き,そ れを基 に話 を進 め る工夫 が必要 であろ う。 また,資 料 が長文 なので範読

後,模 造紙 に粗筋 を列記 して掲示 し,よ り理解を助 け る方 法 も考 え られ る。次 に,発 問 につ

いてだが,(1)・t2fの 内容を ま とめ た ものに した方が,生 徒 も考 えやすい ので はないか と思 う。

また,そ の こ とで発 問(3)・{4)の内容 を深 め る時間が確保 で き,特 に発問(4)に おいては,自

分 であ るな らば とい う仮 定を示す ことによ って集 団討議 も活発に なり,勤 労の意義 につ いて

の理解 も深 まると考え る。 今回は,手 紙 を用 いたが,終 末に感 想文 を書かせ る方法 も考え ら

れ る。 また,雪 国のイ メー ジづ くりに は,視 覚資料 としての絵が,効 果的で あ った。
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3.ま とめ

第2分 科会では,内 容項 目4-{4)「 勤 労の 尊 さを理解 す ると ともに,社 会への奉仕の気持

ちを深 め,進 んで公共の福祉 と社会 の発展 の ために尽 くす ように努め る。」について研 究し,

深 めて きた。

勤労の意義 には 二つの側面が あ る。 一 つは,勤 労を通 して 自己の適性 や能 力 を発見し,自

己実現 を図 る とい う個人的側面で あ る。旧学習指導要領 ではこの面 が強調 されて いた。 もう

一 つは,勤 労を通 して社会 とのかか わ りを深 め,自 己の役割 と責任を果 たして社会 に貢献 す

るとい う社 会的側面 であ る。新学習 指導要領 で,こ の勤労 の もつ社会的 側面が強 調 され た。

内容 項 目4-(4)は,「 集団や社会 と個 のか かわ り」の在 り方について,勤 労の尊 さを 自覚 さ

せ,こ の 精神 を もって公共の福祉の充実 を図 ろうとす るもの であ り,社 会への奉 仕の意義 を

十 分理解 させる ことが重要 であ る。そ の点 か らす ると前 に述べ た勤労の もつ 二つの側面 は一

体化 して とらえ るこ とが適切 ではないか と考 え られ る。 す なわ ち,勤 労を通 して自己の向上

を図 り,自 己実 現を果 た してい くことが まず重要 であ り,そ うした高ま った 自己を生 かして,

社会 への奉仕 を進めて い くとい う構 図が考 え られ よう。

都市化が進み,物 質的 な豊か さが進 んでい る現代社会で は,額 に汗 して働 くとい う場 面が

乏 し くな って きている と考え られ る。 中学 生 もこの傾 向に あり,新 学習指導要領 で,勤 労 体

験学 習や奉仕活動 を重視 してい るのは,以 上の ような社 会の状況 を踏 まえての ことであ ると

考 え られ る。

研究 を進め るに当た って,生 徒に ア ンケー ト調 査を行 った とこ ろ,家 庭 に おけ る仕事 の分

担 は少 ないが,地 域の仕 事 をす る意識や意欲 はかな り高 い とい うことが分 か った。 資料 を選

定 す るに当 たって,学 年の発達段階 と生徒 の身近 な集団や社会 とのかかわ りの観 点か ら,第

1学 年 では学級や学 校生活に素材 を求め,第2学 年 では家庭 にお け る仕 事の分担 を,第3学

年 では社会や地域 の中での奉仕 が主体 となった資料 を活用 す るこ とが望 まし いと考 えた。 ボ

ランテ ィア活動や勤労 体験 を まとめた 生徒 作文 も資料 として考 え られ る。 また,職 業 の分業

化 が進 んだ現在で は,親 の働 く姿を身近 な もの として実感 できな い実態が あ り,家 族 が主体

となって働 く姿を追 った資料の 活用 も大切だ と考え た。 数編の 資料 を検討 した結果,文 部省

資料集第1集 よ り 「おばあ ちゃんの雪 段」 を選 定し,授 業 を通し検証 してい くこ ととした。

実体験 の少 ない生徒 が 多い中で,生 徒の体験 と結 び つけなが ら具体的に授業 を展 開 す るこ

とが必要 で ある。 道徳の時間に培 われた道徳 的実 践力 を,日 常活動 にお け る道徳的実践に ま

で高 めてい くこ とが課題 であ る。
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IVま と め と 今 後 の 課 題

中学生の時期 は,自 らの生き方についての関心が高まり,自 分の人生を よりよいものにした

いという願いが強 くなって くる。道徳の時間は,こ の生徒の願いに応え,人 間 としての生 き方

について深 く考えさせ,自 らの 生き方を探究させる重要な時間である。

本年度は,第1分 科会が3-(3)「 崇高な人生 ・生きる喜び」を,第2分 科会が4-(4)「 勤労

の尊さ ・社会への奉仕」を取 り上 げ,主 題を構想し,道 徳の時間の充実を目指して研 究を進 め

ることにした。そのため,指 導のね らいの明確化,及 び資料の選定と活用の工夫に努め,授 業

研究での検証と合 わせて,指 導方法や指導過程の工夫を図 った。

研究に当たっては,ま ず,指 導のねらいを明確 にす るため,内 容項目の とらえ方を検討 し,

構造図にまとめた。両分科会共に,今 回の指導要領改訂に伴って価値をとらえる観点が改めら

れた価値内容である。すなわち,前 者は,従 来の 「人間愛」 より独立して崇高 なもの とのかか

わりに関する内容に位置付けられ,後 者は 「勤労の尊さ」と 「社会への奉仕 ・公共の福祉」の

2項 目を統合 して,一 つの内容項目となったものである。 この分析を通して指導項 目の理解を

深め,指 導内容の把握ができた。 また,指 導内容にかかわる生徒の実態調査を実施し,そ の結

果を考察した。 これらを基に,各 学年の指導をねらいを設定す ることができた。

資料の選定に当たり,第1分 科会では,生 きることや人間の持つすばらしさに心を動か し,

感動で きる資料 を選び,資 料の朗読の工夫をする等生徒の内 面化を図る研究を した。 第2分

科会では,中 学生にも十分理解で きる資料を選び,資 料の提示を工夫して,社 会や家族の一員

としての仕事を持つことの生きがいや充実感を感じとらせ るよう研究を進めた。

研究を進 める過程で,「 道徳の時間の指導は,生 徒の実態に迫 り生徒の願 いに応え,生 徒 自

身に 自らの生き方を考えさせることが大切であること」,そ のため,「 資料は重要な役割をも

つ こと」,更 に,「 資料や体験を通 して,生 徒一 人ひとりが人間のもつ様 々な人間性を深 く見

つめ,知 り,そ れらを自らの内面 と対比しながら,自 ら人間 としての望ましい価値観を形成 し

てい く。教師はその援助 をするとい う重要な役割を担 うということ」等を実感できたことは,

研究員に共通した大 きな収穫であった。内面に育った生徒固有の価値観が,自 ら主体的に判断

する行動基準 となり,人 間 としてよりよい生 き方を求め実践できる基盤となると考える。

研究主題 にかかわる指導内容を生徒の内面に定着 させるためには,教 師 と生徒及び生徒相互

の好ましい人間関係を醸成す ること,ま た,生 徒の主体的な道徳的実践を促すために,各 教科

特別活動及び,地 域,家 庭 との連携を深 めることが大切である。 これらを今後の課題 として,

全教育活動 における生き方学習の中核 となる道徳の時間の授業研究を続ける考えである。
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